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皮膚科領域 にお け るbiapenemの 臨床的検 討

渡辺晋一 ・小林深雪 ・岡田裕之 ・阿部裕明 ・弘瀬幹子 ・高橋 久

帝京大学医学部皮膚科*

新 しい 注射 用 カ ルバペ ネム系 抗 生物 質biapenem(BIPM)に つ いて,皮 膚科 領 域 感染 症 に

対す る臨 床効 果,安 全 性 お よび有 用 性 に つ い て検 討 した。

対 象 は蜂 〓 織 炎3例,丹 毒2例,リ ンパ 管炎2例,二 次 感染2例 の計9例 で,年 齢 は21

歳か ら80歳 であ っ た。 投 与方 法 は1回150ま たは300mgを1日2回,2～9日 間 点滴 静注 し

た。 総 投 与 量 は0.6～8.1gで あ った。

有 効 性評 価 対 象 は8例 で著効2例,有 効5例,無 効l例 で あ った。 細菌 学 的効 果 は1例

のみ検 討 で き,Staphylococcusaureusが 分 離 され たが投 与 量が1回150mgと 少 なか っ た ため

か菌 数 の 減 少 が み られ た の み で あ った。

副 作 用 はl例 に発疹 が 認め られ た。本 剤 との関連 が疑 われ る臨床検 査 値 の異常 変 動 は1

例 にβ2-ミ クロ グ ロプ リンの 上昇 が 認 め られ た。
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Biapenem (BIPM)は 日本 レダ リー株 式会 社 で合 成 ・開

発 され た新 しい カルバ ペ ネム系 のβ-ラ クタム系抗生 物

質 であ り,カ ルバ ペネ ム骨 格の4位 にmethy1基 を,3位

にpyrazolotriazolium基 を有 し1),ヒ トおよび各種 動物 の

dehydropeptidase-I (DHP-I)に 安 定 で,DHP-1阻 害剤 の

併用や 腎毒 性低 減剤 を必要 とせ ず,単 剤 にて使 用可 能

であ る2)。 毒1生は 全般 的 に他 の カルバ ペ ネム剤 と同等

かやや 軽度 と考 え られ,特 に 中枢 神経 系 に対 す る作 用

は動物実験 にお い てほ とん ど認め られ ていない3,4)。 ま

た,細 菌 の産生す るβ-lactamaseに 極め て安 定 でStaphy-

lococcus aureus, Streptococcus pyogenesな ど の グ ラ ム

陽性菌,Pseudomonas aeruginosaを 含 む グ ラム 陰 性 菌,

Bacteroides fragilisを含む嫌 気性菌 に対 して広範 囲な抗菌

スペ ク トルを有す る5～7)。 さ らに感 染動物 実験 にお い

てS. aureus, P. aeruginosaな どの各種病原菌 による感染症

に対 して顕 著 な治療効 果 が あ る と報告 され てい る8,9)。

今 回,我 々 は皮膚 科領 域 の各種 細菌 感染 症 に対 す る

本剤 の有効 性,安 全 性お よび有用 性 を検討 したので報

告す る。

対 象は平成4年3月 か ら平成4年12月 までの期 間に帝

京大 学医 学部 附属病 院 皮 膚科 を受 診 し,試 験 参加 の 同

意 を得 た男性5名,女 性4名,計9名 で,年 齢 は21歳

か ら80歳 までで あ った。 対象 疾患 を発症機 転,病 変 の

経過 あ るいは治療 効果 が近縁 と考 え られ る1～VI群 の疾

患群 に分 類 す る と,IV群7例(蜂 〓織 炎3例,丹 毒2例,

リンパ 管炎2例),VI群2例(二 次感 染2例)で あ った。

投 与方法 は本 剤 を1回150mg,1日2回60分 間点滴 静

注が1例 で,残 りの8例 は1回300mgを1日2回30～60

分 間点滴静 注 した。 投与期 間 は2～9日 間 で,総 投 与量

は0.6～8.19で あ っ た。

臨床効 果は全 身状態 および局所の症 状に基づ いて,「著

効」,「有効 」,「や や有効 」,「無効 」の4段 階 で判 定 した。

また,可 能 なか ぎ り投 与 前,投 与中,投 与後 に病 巣か

ら細菌 の分離 培養 を行 い,起 炎菌 を 「消失」,「減 少 また

は部分 消失」,「存 続」,「菌交代」,「不 明」の5段 階で判定

した。安 全 性について は,本 剤 によ ると考 え られ る副作

用 お よひ臨 床検査値 異常 をも とに 「安全 であ る」,「ほ ぼ

安全 で あ る」,「やや 問題が あ る」,「問題 が あ る」,「不明 」

の5段 階で評 価 した。

各症例 の臨床 成績 の ま とめ をTable 1に示 した。有 効

性 評価可能 症例 は8例 で,症 例6は 本剤2回 投与後発 疹

が発現 した ため投与 を中止 した症 例 で あ り,判 定不 能

と した。疾 患 別臨床 効 果 は,第IV群 の蜂 〓 織 炎3例 が

著 効1例,有 効2例,丹 毒2例 が著 効1例,有 効1例,

リンパ管 炎2例 が有効1例,判 定不能1例 で あ り,第VI

群 では二 次感染 の2例 が 有効1例,無 効1例 であ った。

有効 性評価可能全症例 の臨床効果は著効2例,有 効5例,

無効1例 で有効率 は87.5%で あ った。起 炎菌が検 出 で き

たの は1症 例 で,S. aureusが 分離 され たが減少 したの み

で あ った。
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Table 1. Clinical summary of biapenem treatment

BMG: 1 2- microgrobulin

Table 2. Laboratory finding before(B) and after(A) administration of biapenem

B: before A: after
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副作用 としては1例 に発疹 がみ られ,臨 床検査 値の異

常変動 は1例 にβ2-ミ クログロプ リンの軽度上 昇 が認 め

られ た(Table 1, 2)。

感藻 症 の薬物 療 法 には抗 菌 力お よび安全 性 の 両面 か

ら近年β-ラ クタム剤 の使 用頻度 が高 く,そ の開発 は 目

覚 ましい ものが あ る。β-ラ クタム剤 の なか でカ ルバペ

ネム系抗 生物 質 は グ ラム陽 性菌,グ ラム陰性 菌 か ら嫌

気性菌 まで幅 広 い抗菌 スペ ク トル を有 し,最 も強 い抗

菌力を有 してい る。 さらにBIPMは 初 期の もの と異な り,

DHP-Iに 安 定 で単 剤に て使 用で き,中枢 神経系 に対す る

毒性 も軽度 で あ る とい われ て い る。

これ らの成 績 よ り,本 剤 は皮 膚科 領域 の 各種 細菌感

染症に対す る臨床効果 が期待 で きる と考 え,9例 に使用

し,有 効 性 と安 全 陛につ い て検 討 を加 えた。

臨床効 果で は有 効率 は87.5%で あ り,BIPMの 特徴 を

反映 した もので あった。 無効 であ った1例(症 例8)は 項

部,腎 部,踵 部 皮膚 潰瘍 の二次 感染 で あ り,起 炎菌 と

して メチ シリン耐性のS. aureusが 分離 され,本 剤 の投与

量 も1日300mgと 少 な く症状 の改善 が み られ なか った。

一方 ,判 定 不能 で あった1例(症 例6)は 本剤300mgを2

回投与後 に発疹 が 発現 し投 与 を中止 したが,発 赤,腫

脹,熱 感 な どの症状 は著 明 に改善 し,そ の 後 は抗 生物

質 を投 与せ ず治癒 に至 っ た。

副作用 としては1例 に発疹が み られ,臨 床検 査 値異常

変動 は1例 にβ2-ミ クログロブ リンの軽度上昇(115→451

μg/1)が認 め られ た。

以上,今 回の臨床評価 の結果 よ りBIPMは 皮 膚科領域

の浅在性 皮膚 軟部 組 織 感染症 に対 して有 用性 の 高い薬

剤 であ るこ とが示 唆 され た。
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Clinical trial of biapenem in the dermatological field
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Hiroyuki Okada, Hiroaki Abe, Mikiko Hirose and Hisashi Takahashi

Department of Dermatology, School of Medicine, Teikyo University

2- 11- 1 Kaga, Itabashi- ku, Tokyo 173, Japan

Biapenem(BIPM), a new carbapenem antibiotic, was administered to 9 patients with suppurative

skin and soft tissue infection.

Clinical efficacy and safety were evaluated. Clinical efficacy was excellent in 2 patients, good in 5,

poor in 1 and unknown in 1.
Eruption was observed as side effects in one patients. As abnormal laboratory findings, elevation of

β2-microglobulin was observed in one case.


